
第
二
十
一
条
第
二
項

第
五
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規

定

第
五
条
第
二
項
（
第
十
九
条
の
二
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。）、
第
三
項
、
第
四
項
（
第
十
九
条
の

二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
項
（
第
十
九
条

の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
六
項
の
規
定

同
条
第
四
項
第
二
号

第
五
条
第
四
項
第
二
号
（
第
十
九
条
の
二
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。）

第
六
条
第
三
項

第
六
条
第
三
項
（
法
第
九
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。）

第
二
十
二
条

第
十
二
条
第
二
項

第
十
二
条
第
二
項
（
法
第
九
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

を
含
む
。）

第
二
十
五
条

第
十
五
条

第
十
五
条
（
第
十
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。）

第
二
十
六
条

第
十
六
条

第
十
六
条
（
第
十
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。）

平成™™年�月™ 日 火曜日 (号外第˜š�号)官 報

第
二
十
条
の
二
中
「
第
三
十
二
条
第
二
項
各
号
」
を
「
第
三
十
二
条
第
三
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
記
載
し
た
介
護
休
業
申
出
書
を
」
を
削
り
、「
提
出
す
る
」
を
「
申
し
出
る
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

２

第
五
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
介
護
休
業
申
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

条
第
四
項
第
二
号
中
「
第
六
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
二
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
六
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条

削
除

第
二
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
当
該
子
の
世
話
）

第
二
十
八
条
の
二

法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
疾
病

の
予
防
を
図
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
当
該
子
の
世
話
は
、
当
該
子
に
予
防
接
種
又

は
健
康
診
断
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
事
実
」
の
下
に
「
又
は
当
該
子
に
予
防
接
種

若
し
く
は
健
康
診
断
を
受
け
さ
せ
る
旨
」
を
加
え
、
同
条
を
第
二
十
八
条
の
三
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え

る
。（

法
第
十
六
条
の
五
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
世
話
）

第
二
十
八
条
の
四

法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
六
条
の
五
第
一
項
の
国
土

交
通
省
令
で
定
め
る
世
話
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

要
介
護
状
態
に
あ
る
対
象
家
族
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
家
族
」
と
い
う
。）の
介
護

二

対
象
家
族
の
通
院
等
の
付
添
い
、
対
象
家
族
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
続
の
代
行

そ
の
他
の
対
象
家
族
が
必
要
と
す
る
世
話

（
介
護
休
暇
の
申
出
の
方
法
等
）

第
二
十
九
条

法
第
十
六
条
の
五
第
一
項
の
申
出
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
介
護
休
暇
申
出
」
と
い
う
。）は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
事
業
主
に
対
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

介
護
休
暇
申
出
を
す
る
船
員
の
氏
名

二

介
護
休
暇
申
出
に
係
る
対
象
家
族
の
氏
名
及
び
前
号
の
船
員
と
の
続
柄

三

介
護
休
暇
申
出
に
係
る
対
象
家
族
が
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
又
は
孫
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
の
船
員

が
当
該
対
象
家
族
と
同
居
し
、
か
つ
、
当
該
対
象
家
族
を
扶
養
し
て
い
る
事
実

四

介
護
休
暇
を
取
得
す
る
年
月
日

五

介
護
休
暇
申
出
に
係
る
対
象
家
族
が
要
介
護
状
態
に
あ
る
事
実

２

事
業
主
は
、
介
護
休
暇
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
介
護
休
暇
申
出
を
し
た
船
員
に
対
し
て
、
前
項
第
二
号
、

第
三
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
中
「
記
載
し
た
書
面
を
」
を
削
り
、「
提
出
」
を
「
通
知
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
書

面
で
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三

項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
請
求
及
び
第
四
項
の
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
九
条
の
九
第
一
項
中
「
記
載
し
た
書
面
を
」
を
削
り
、「
提
出
」
を
「
通
知
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前

項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
二
十
三
条
第
一
項
本
文
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
）

第
三
十
一
条
の
二

法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
二
十
三
条
第
一
項
本
文
の
国

土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
一
日
の
所
定
労
働
時
間
が
六
時
間
以
下
の
船
員
と
す
る
。

第
三
十
二
条
の
見
出
し
中
「
勤
務
時
間
」
を
「
所
定
労
働
時
間
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
所
定
労
働
時
間
の
短
縮

措
置
は
、
船
舶
の
停
泊
中
に
お
け
る
一
日
の
所
定
労
働
時
間
を
原
則
と
し
て
六
時
間
と
す
る
措
置
を
含
む
も
の
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
二
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
短
時
間

勤
務
」
を
「
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

２

法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
短
期
間
航
海
船
舶
に
乗

り
組
ま
せ
る
こ
と
等
の
措
置
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

船
員
（
日
々
雇
用
さ
れ
る
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
三
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
も
の
の
う
ち
育
児

休
業
を
し
な
い
も
の
及
び
育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
に
準
ず
る
措
置
を
受
け
な
い
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。）の
申
出
に
基
づ
き
適
用
す
る
短
期
間
の
航
海
を
行
う
船
舶
に
乗
り
組
ま
せ
る
こ
と
の
で
き
る
制
度

そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
制
度
を
設
け
る
こ
と
。

二

船
員
の
三
歳
に
満
た
な
い
子
に
係
る
保
育
施
設
の
設
置
運
営
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
便
宜
の
供
与
を
行
う
こ

と
。

第
三
十
五
条
中
「
第
五
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
六
条
」
に
改
め
る
。

附

則

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
及
び

雇
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
常
時
百
人
以
下
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
常
時
百
人
以
下
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
及
び
当
該
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
る
労

働
者
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
船
員
に
関
す
る
育
児
休

業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
十
八
条
の
四
、
第
二

十
九
条
、
第
三
十
一
条
の
二
及
び
第
三
十
二
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
省
令
に
よ

る
改
正
前
の
船
員
に
関
す
る
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
第
三
十
二
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
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